
卒業式を挙行
（１） 　　　第６９６号日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２５年（令和７年）３月３１日

本学のシンボルマーク

第114回

年　６　回

卒
業
告
辞

藤井学長より学位記をうける卒業生（東京）

　
新
潟
生
命
歯
学
部
の
部
は
、

３
月
５
日
、
同
講
堂
に
お
い

て
、
大
学
院
第
62
回
修
了
式

を
併
催
し
て
挙
行
さ
れ
た
。

　
定
刻
午
前
11
時
、
司
会

の
白
藤
一
彦
庶
務
部
長
が

開
式
を
宣
し
た
。
ま
ず
、

ク
ラ
ス
主
任
の
廣
安
一
彦

教
授
よ
り
、
令
和
６
年
度

（
２
０
２
４
）
卒
業
生
53
名

の
氏
名
が
呼
び
あ
げ
ら
れ

た
。
代
表
し
て
布
施
瑞
月
君

に
、
藤
井
一
維
学
長
よ
り
卒

業
の
証
と
し
て
、
学
士（
歯

学
）
の
学
位
記
が
授
与
さ
れ

た
。

　
つ
づ
い
て
学
術
優
秀
賞
11

名
、
皆
勤
賞
４
名
、
精
勤
賞

新
潟
生
命
歯
学
部

５
名
、
臨
床
実
習
優
秀
賞
１

名
、
学
術
奨
励
賞
10
名
に
賞

状
等
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
大
学
院
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
長
の
佐
藤
義
英

教
授
よ
り
、
同
研
究
科
博
士

課
程
修
了
生
９
名
の
氏
名
が

呼
び
あ
げ
ら
れ
、
修
了
生
一

人
ひ
と
り
に
、
研
究
の
成
果

を
証
す
る
博
士
（
歯
学
）
の

学
位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
藤
井
一
維
学
長
、

佐
藤
義
英
大
学
院
新
潟
生
命

歯
学
研
究
科
長
が
告
辞
を
述

べ
た
（
学
長
告
辞
は
別
掲
）。

　
つ
づ
い
て
在
校
生
を
代
表

し
て
、
第
４
学
年
の
渡
邊
郁

美
さ
ん
が
先
輩
を
送
る
送
辞

を
述
べ
、
卒
業
生
を
代
表
し

て
布
施
瑞
月
君
、
大
学
院
修

了
生
を
代
表
し
て
花
田
大
地

君
が
答
辞
を
述
べ
た
。

　
終
わ
り
に
祝
電
が
披
露
さ

れ
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し

て
、
午
前
11
時
55
分
に
閉
式

し
た
。

　
生
命
歯
学
部
の
部
は
、
３

月
７
日
、
同
富
士
見
ホ
ー
ル

に
お
い
て
、
大
学
院
第
62
回

修
了
式
を
併
催
し
て
挙
行
さ

れ
た
。

　
定
刻
午
前
10
時
、
司
会
の

牛
込
剛
用
度
営
繕
部
長
が

開
式
を
宣
し
た
。
ま
ず
、

ク
ラ
ス
主
任
の
砂
田
勝
久

教
授
よ
り
、
令
和
６
年
度

（
２
０
２
４
）
卒
業
生
105
名
の

氏
名
が
呼
び
あ
げ
ら
れ
た
。

代
表
し
て
押
木
櫻
子
さ
ん

に
、
藤
井
一
維
学
長
よ
り
　

生
命
歯
学
部

→
　
卒
業
の
証
と
し
て
、
学
士

（
歯
学
）
の
学
位
記
が
授
与

さ
れ
た
。

　
つ
づ
い
て
学
術
優
秀
賞
43

名
、
皆
勤
賞
８
名
、
精
勤
賞

20
名
、
臨
床
実
習
優
秀
賞
３

名
、
学
術
奨
励
賞
11
名
に
賞

→状
等
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
い
で
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
委
員
の
沼
部
幸
博
教

授
よ
り
、
同
研
究
科
博
士
課

程
修
了
生
７
名
の
氏
名
が
呼

び
あ
げ
ら
れ
、
修
了
生
一
人

ひ
と
り
に
、
研
究
の
成
果
を

証
す
る
博
士
（
歯
学
）
の
学

位
記
が
授
与
さ
れ
た
。

　
つ
ぎ
に
藤
井
一
維
学
長
、

苅
部
洋
行
大
学
院
生
命
歯
学

研
究
科
長
が
告
辞
を
述
べ
た

（
学
長
告
辞
は
別
掲
）。　

　
つ
づ
い
て
在
校
生
を
代
表

し
て
、
第
５
学
年
の
成
瀬
真

弘
さ
ん
が
先
輩
を
送
る
送
辞

を
述
べ
、
卒
業
生
を
代
表
し

て
押
木
櫻
子
さ
ん
、
大
学
院

修
了
生
を
代
表
し
て
早
乙
女

雅
美
さ
ん
が
答
辞
を
述
べ
た
。

　
終
わ
り
に
祝
電
が
披
露
さ

れ
、
全
員
で
校
歌
を
斉
唱
し

て
、
午
前
11
時
05
分
に
閉
式

し
た
。

　
東
京
短
期
大
学
（
小
林
隆

太
郎
学
長
）
の
卒
業
式
は
、

３
月
６
日
に
生
命
歯
学
部
富

短
期
大
学

　
フ
ラ
ン
ス
に
は
、
ノ
ブ

レ
ス
・
オ
ブ
リ
ー
ジ
ュ

（noblesse oblige

）
と
い

う
19
世
紀
に
生
ま
れ
た
言
葉

が
あ
る
そ
う
で
す
。
こ
れ

は
、「noblesse

（
貴

族
）
」

と
「obliger

（
義
務
を
負
わ

せ
る
）
」
を
合
体
さ
せ
た
言

葉
で
、
財
力
、
権
力
、
社
会

的
地
位
の
保
持
に
は
、
責
任

を
伴
う
と
い
う
も
の
で
す
。

　
欧
米
社
会
に
は
、
身
分
の

高
い
者
は
、
そ
れ
相
応
の
社

会
的
責
任
と
義
務
が
あ
る
と

い
う
基
本
的
な
道
徳
観
が
存

在
し
ま
す
。
法
に
課
せ
ら
れ

た
義
務
や
責
任
で
は
な
い
、

自
己
の
利
益
を
優
先
し
な
い

行
動
を
促
す
、
正
し
く
利
他

主
義
で
す
。
こ
の
利
他
主
義

は
、
医
療
で
は
、
患
者
・
患

者
家
族
・
住
民
・
社
会
の
利

益
を
最
優
先
に
考
え
、
そ
の

利
益
を
達
成
す
る
た
め
に
自

己
犠
牲
を
顧
み
ず
、
他
人
の

利
益
を
考
え
て
行
動
す
る
態

度
と
解
釈
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
ま
も
な
く
、
諸
君
に
は
、

歯
科
医
師
と
い
う
国
家
資
格

が
与
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
と

信
じ
て
い
ま
す
が
、
歯
科
医

師
法
の
第
一
条
に
も
、
歯
科

医
師
は
、
歯
科
医
療
及
び
保

健
指
導
を
掌
る
こ
と
に
よ
っ

て
、
公
衆
衛
生
の
向
上
及
び

増
進
に
寄
与
し
、
も
つ
て
国

民
の
健
康
な
生
活
を
確
保
す

る
と
そ
の
責
務
が
明
記
さ
れ

て
い
る
以
上
、
国
民
の
利
益

す
な
わ
ち
国
民
の
健
康
を
第

一
優
先
に
す
べ
き
職
業
で
あ

る
こ
と
を
忘
れ
な
い
で
く
だ

さ
い
。
こ
れ
は
、
臨
床
に
従

事
し
な
い
歯
科
医
師
も
同
じ

こ
と
で
す
。
研
究
者
も
行
政

官
も
、
同
じ
で
あ
る
こ
と
は

言
う
ま
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

　
一
方
、
素
人
に
は
難
解
な

内
容
や
質
が
求
め
ら
れ
る
仕

事
に
従
事
す
る
専
門
職
に

は
、
一
定
の
資
格
・
免
許
な

ど
で
特
別
な
地
位
と
独
占
性

が
認
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
歯

科
医
師
も
こ
れ
に
あ
た
り
ま

す
。
だ
か
ら
こ
そ
、
職
業
倫

理
の
確
立
と
そ
の
倫
理
の
尊

重
が
求
め
ら
れ
て
い
る
の
で

す
。
そ
の
職
種
を
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
呼
び
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン

に
つ
い
て
は
、「
複
雑
な
知

識
体
系
へ
の
精
通
と
熟
練
し

た
技
能
を
も
っ
て
成
立
す
る

職
業
で
、
複
数
の
領
域
の
知

識
修
得
、
科
学
を
基
盤
と
す

る
実
務
が
、
他
者
へ
の
奉
仕

に
用
い
ら
れ
る
天
職
と
定
義

さ
れ
て
い
ま
す
。
自
ら
の
力

量
、
誠
実
さ
、
道
徳
、
利
他

的
奉
仕
、
お
よ
び
そ
の
分
野

に
お
け
る
公
益
、
即
ち
国
民

に
対
し
て
全
力
で
貢
献
す
る

意
志
を
公
約
と
し
て
、
こ

の
意
志
の
実
践
が
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ン
と
社
会
の
間

の
契
約
の
基
礎
と
な
り
、
そ

壇上の藤井学長の卒業告辞を聞く（新潟）

士
見
ホ
ー
ル
に
お
い
て
挙
行

さ
れ
た
。

　
新
潟
短
期
大
学
（
小
松
﨑

明
学
長
）
の
卒
業
式
は
、
３

月
４
日
に
新
潟
生
命
歯
学
部

講
堂
に
お
い
て
挙
行
さ
れ

た
。

日本歯科大学　OPEN CAMPUS 2025
－受験生はもちろん，どなたでも参加できます－

◇生命歯学部（東京）オープンキャンパス
7/6 (日)，7/23(水)，8/31(日)，10/11(土・富士見祭)，

10/12(日・富士見祭)，11/9(日）

◇新潟生命歯学部オープンキャンパス
6/22(日・浜浦祭），7/27(日)，8/7(木)，8/22(金)，

9/21(日)，10/5(日)，12/7(日）

◇東京短期大学オープンキャンパス
5/25（日），6/29（日），7/20（日），8/1（金），

8/8（金），〈歯科技工学科限定開催 8/22（金），12/25（木）〉

◇新潟短期大学オープンキャンパス
5/24(土)，6/22(日・浜浦祭)，7/20(日)，8/6（水），

8/24(日），10/4(土)，11/8(土)，2026. 3/15(日)

の
見
返
り
と
し
て
自
律
性
と

自
己
規
制
の
特
権
が
与
え
ら

れ
て
い
る
、
即
ち
、
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ト

ノ
ミ
ー
で
す
。
特
に
準
委
任

契
約
で
あ
る
保
険
診
療
で

は
、
保
険
証
の
提
示
で
無
書

面
・
無
言
の
契
約
を
結
ん
で

い
る
の
で
、
よ
り
こ
の
プ
ロ

フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
・
オ
ー
ト

ノ
ミ
ー
が
必
要
と
さ
れ
ま
す
。

　
こ
の
プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ

ル
・
オ
ー
ト
ノ
ミ
ー
に
は
、

生
涯
学
習
は
必
須
で
す
。
加

え
て
、
こ
れ
ま
で
の
70
点
で

い
い
や
と
か
、
80
点
で
い
い

や
と
し
て
き
た
学
生
生
活
と

は
異
な
り
、
医
療
に
従
事
す

る
以
上
、
患
者
さ
ん
は
満
点

を
求
め
て
い
る
わ
け
で
す
か

ら
、
100
点
を
目
標
に
努
め
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
自
由

診
療
で
は
な
い
か
ら
保
険
診

療
だ
か
ら
許
さ
れ
る
と
い
う

理
屈
は
、
本
来
、
成
り
立
た

な
い
の
で
す
。

　
要
は
、
国
家
資
格
を
与
え

ら
れ
た
医
療
人
に
は
大
き
な

義
務
が
あ
り
、
義
務
を
は
た

す
か
ら
、
権
利
が
与
え
ら
れ

て
い
る
こ
と
を
忘
れ
て
は
い

け
ま
せ
ん
。

　
最
後
に
、
も
う
一
つ
お
話

し
た
い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

諸
君
は
、
自
分
の
永
久
背
番

号
で
あ
る
114
と
い
う
数
字
を

忘
れ
て
は
な
ら
な
い
と
い
う

こ
と
で
す
。
歯
科
大
学
は
、

国
家
試
験
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
る
学
生
を
卒
業
生
と
し

て
輩
出
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
卒
業
生
を
輩
出
す
る

こ
と
は
、
大
学
も
、
国
民
の

健
康
に
そ
れ
相
当
の
責
任
を

負
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

の
意
味
で
は
、
こ
の
114
と
い

う
の
は
、
製
造
番
号
と
も
い

え
る
重
要
な
数
字
で
す
。
今

後
、
歯
科
界
に
出
た
際
、
他

の
大
学
を
卒
業
し
た
先
生
か

ら
も
聞
か
れ
る
こ
と
が
あ
る

の
で
、
114
回
卒
は
忘
れ
な
い

で
下
さ
い
。



日 本 歯 科 大 学 新 聞２０２５年（令和７年）３月３１日 （２）第６９６号

令
和
６
年
度（
２
０
２
４
）
卒
業
生

入学試験を施行2025年
令和７年

　
大
学
院
生
命
歯
学
研
究
科

修
了
生
７
名
、
大
学
院
新
潟

生
命
歯
学
研
究
科
修
了
生
９

名
は
次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
研
究
科
〉

歯
周
病
学 

早
乙
女

雅
美

歯
科
保
存
学 

古
田
賢
太
朗

接
着
歯
科
学 

杉
山
怜
央

解
剖
学
Ⅰ 

島
田
和
登

歯
科
放
射
線
学 

大
島
貴
之

口
腔
外
科
学 

宮
坂
直
樹

生

理

学 

中
村
瑛
史

〈
新
潟
生
命
歯
学
研
究
科
〉

全
身
関
連
臨
床
検
査
学

 

工
藤
淳
平

放
射
線
定
量
診
断
学

 

手
塚
保
仁

硬
組
織
機
能
治
療
学

 

大
野
　
寛

硬
組
織
機
能
治
療
学

 

山
口
耀
平

機
能
性
咬
合
治
療
学

 

鈴
木
達
大

機
能
性
咬
合
治
療
学

 
杉
木
隆
之

全
身
関
連
臨
床
検
査
学

 

久
代
航
佑

顎
口
腔
全
身
関
連
治
療
学

 

花
田
大
地

歯
周
機
能
治
療
学

 

佐
藤
遥
香

（
甲
第
１
３
１
８
号
ま
で
）

　
日
本
歯
科
大
学
第
１
１
４

回
卒
業
生
（
新
潟
生
命
歯
学

部
）
53
名
は
次
の
通
り
。

大
　
　
学

第
１１4
回
卒
業
生

大

学

院

第
62
回
修
了
生

安
藤
　
開 

飯
田
武
司

石
川
愛
望 

石
澤
寧
々

市
川
天
翔 

入
江
萌
香

岩
舩
凪
希 

上
地
奈
穂
子

近
江
ま
り
い 

大
溪
莉
花

金
田
さ
く
ら 

上
津
菜
々
子

久
須
美 

爽 

今
野
優
人

須
賀
千
紘 

鈴
木
匡
輔

鈴
木
誠
司 

曽
我
恵
利

中
嶋
沙
綾 

長
橋
光
太
郎

永
森
隆
太 

名
取
玲
奈

西 

陽
二
郎 

西
原
節
花

長
谷
川

祐
美 

林
　
謙
吾

葊
瀬
真
基
子 

福
嶋
悠
斗

島
　
巧 

布
施
瑞
月

古
川
喜
大 

丸
山
茉
耶

宮
坂
英
利
香 

村
川
笙
平

村
瀬
麻
夕 

村
山
　
拓

室
井
百
代 

森
　
光
希

八
百
板 

温 

山
崎
翔
大

横
山
悠
月 

吉
田
美
結

渡
邊
大
洋 

楊
　
　
柳

齋
藤
　
崇 

山
﨑
那
奈
子

佐
藤
慎
介 

円
谷
祐
太
朗

寺
嶋
初
芽 

山
里
祥
子

鄭
　
智
鴻 

岡
部
美
季

島
田
　
蕗

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

布
施
瑞
月 

石
川
愛
望

上
地
奈
穂
子 

久
須
美 

爽

中
嶋
沙
綾 

永
森
隆
太

福
嶋
悠
斗 

丸
山
茉
耶

宮
坂
英
利
香 

村
瀬
麻
夕

森
　
光
希

☆
６
ヵ
年
皆
勤
賞
受
賞
者

石
川
愛
望 
西
原
節
花

丸
山
茉
耶

☆
5
ヵ
年
皆
勤
賞
受
賞
者

中
嶋
沙
綾

☆
６
ヵ
年
精
勤
賞
受
賞
者

曽
我
恵
利 

布
施
瑞
月

宮
坂
英
利
香 

村
瀬
麻
夕

森
　
光
希

☆
病
院（
臨
床
）実
習
優
秀
賞
受
賞
者

丸
山
茉
耶

　
日
本
歯
科
大
学
第
１
１
４

回
卒
業
生
（
生
命
歯
学
部
）

105
名
は
次
の
通
り
。

青
木
里
紗 

秋
山
清
香

秋
山
智
也 

新
垣
貴
志

飯
島
龍
一
郎 

飯
田
健
太
郎

飯
田
ち
あ
き 

生
駒
ゆ
う

板
垣
舞
帆 

市
川
烈
山

伊
藤
弘
明 

岩
尾
　
剛

岩
壁
来
未 

岩
田
舞
乃

上
杉
俊
輔 

内
田
　
黎

浦
澤
陽
菜 

大
川
理
仁

大
谷
有
咲 

大
野
恒
平

大
野
竜
之 

大
橋
俊
吾

大
山
真
由 

岡
本
万
里

荻
久
保
今
日
花 

片
岡
美
涼

勝
又
美
輝 

河
合
千
尋

川
端
　
葵 

小
泉
龍
之
介

河
阪
多
恵 

小
柴
健
太
朗

小
林
桃
子 

小
要
武
斗

坂
本
直
磯 

佐
川
雅
浩

佐
々
木

亜
門 

佐
々
木

円
香

佐
々
山
萌 

佐
野
太
基

設
樂
茉
由 

芝
野
妃
奈
子

清
水
優
花 

志
村
大
駆

新
里
　
篤 

髙
木
華
織

高
橋
明
日
香 

武
山
　
麗

田
所
海
靖 

塚
原
浩
暉

土
田
果
穂 

土
居
亮
太

長
﨑
由
記 

中
村
彩
香

西
廣
洋
平 

西
村
真
穂

野
田
明
日
香 

野
玉
絵
梨

萩
谷
有
紀 

白
　
智
旻

秦
凜
々
花 

羽
村
玲
架

針
間
あ
き
り 

伴
野
彩
香

樋
山
恵
子 

増
田
　
萌

眞
舘
里
実 

松
尾
脩
平

三
井
桃
花 

水
戸
理
奈
子

皆
澤
美
歩 

宮
川
美
紀

本
永
佑
太 
矢
澤
真
衣

山
口
　
穣 
山
﨑
　
丈

山
下
菜
々 

山
田
英
恵

山
本
敦
也 

吉
田
有
輝
子

泉
福
悠
衣 

飯
田
彩
乃

大
角
　
華 

久
保
田

哲
廣

佐
藤
　
好 

佐
藤
嵩
人

品
川
眞
一
郎 

押
木
櫻
子

吉
澤
美
佑 

所
澤
任
純

田
島
美
輝 

田
村
　
仁

中
村
昂
貴 

西
久
保

佳
穂

野
中
美
里 

濱
谷
恒
平

春
別
府

由
依 

藤
巻
　
昂

前
田
汐
音 

増
田
　
耀

三
田
　
彩 

村
井
し
お
り

安
井
真
琴 

栁
川
美
咲

山
本
眞
大

（
第
２
２
３
１
０
号
ま
で
）

☆
学
術
優
秀
賞
受
賞
者

押
木
櫻
子 

秋
山
清
香

秋
山
智
也 

飯
田
健
太
郎

飯
田
ち
あ
き 

生
駒
ゆ
う

板
垣
舞
帆 

岩
尾
　
剛

岩
壁
来
未 

岩
田
舞
乃

内
田
　
黎 

大
谷
有
咲

大
野
恒
平 

片
岡
美
涼

勝
又
美
輝 

河
合
千
尋

川
端
　
葵 

河
阪
多
恵

佐
々
木

亜
門 

佐
野
太
基

設
樂
茉
由 

芝
野
妃
奈
子

清
水
優
花 

志
村
大
駆

新
里
　
篤 

武
山
　
麗

田
所
海
靖 

長
﨑
由
記

中
村
彩
香 

野
玉
絵
梨

萩
谷
有
紀 

秦 

凜
々
花

羽
村
玲
架 

針
間
あ
き
り

眞
舘
里
実 

三
井
桃
花

水
戸
理
奈
子 

皆
澤
美
歩

宮
川
美
紀 

本
永
佑
太

吉
澤
美
佑 

吉
田
有
輝
子

栁
川
美
咲

☆
６
ヵ
年
皆
勤
賞
受
賞
者

押
木
櫻
子 

片
岡
美
涼

武
山
　
麗 

針
間
あ
き
り

三
井
桃
花 

宮
川
美
紀

吉
澤
美
佑

☆
５
ヵ
年
皆
勤
賞
受
賞
者

新
里
　
篤

☆
６
ヵ
年
精
勤
賞
受
賞
者

秋
山
清
香 

板
垣
舞
帆

岩
尾
　
剛 

岩
田
舞
乃

浦
澤
陽
菜 

大
川
理
仁

大
谷
有
咲 

大
山
真
由

小
林
桃
子 

清
水
優
花

志
村
大
駆 

田
所
海
靖

土
田
果
穂 

西
廣
洋
平

皆
澤
美
歩 

矢
澤
真
衣

山
口
　
穣

☆
５
ヵ
年
精
勤
賞
受
賞
者

飯
田
ち
あ
き 

河
阪
多
恵

設
樂
茉
由

☆
臨
床
実
習
優
秀
賞
受
賞
者

吉
澤
美
佑 

押
木
櫻
子

設
樂
茉
由

学
術
奨
励
生

　
令
和
６
年
度
学
術
奨
励
生

（
１
２
１
名
）
は
、
次
の
通
り
。

〈
生
命
歯
学
部
〉

１
年
＝
初
野
藍
人 

秋
田
陽
菜

石
橋
樺
恋 

石
濱
　
愛

海
堀
創
一 

角
真
由
加

清
野
愛
海 

高
野
若
葉

中
原
秀
人 

藤
森
　
響

２
年
＝
杉
山
　
瞳 

落
合
星
斗

小
池
　
凜 

小
林
直
史

髙
島
和
奏 

高
良
　
汐

田
坂
陽
香 

立
田
葵
子

中
山
倫
之
介 

根
津
慎
太
郎

３
年
＝
泉
水
麻
友
子 

奥
居
優
羽
太

葛
　
宇
洋 

北
山
さ
つ
き

小
菅
美
優
奈 

齊
藤
　
萌

高
野
陽
太
朗 

高
野
裕
太
朗

田
中
菜
美 

安
田
千
華

４
年
＝
森 

ひ
な
た 

石
河
　
景

川
田
景
盛 

児
玉
桃
香

寺
山
里
奈 

西
村
真
生

樋
山
資
記 

星
加
萌
愛

宮
田
晃
熙 

森
　
幹
也

５
年
＝
秋
山
　
直 

赤
池
矢
帆

稲
見
麻
由
子 

荻
野
誠
人

木
村
理
乃 

佐
々
木
牧
穂

篠
田
み
な
み 

野
田
江
梨
子

渡
辺
敬
介 

渡
部
み
ど
り

６
年
＝
押
木
櫻
子 

秋
山
清
香

飯
田
ち
あ
き 

内
田
　
黎

佐
野
太
基 

芝
野
妃
奈
子

志
村
大
駆 

野
玉
絵
梨

皆
澤
美
歩 

本
永
佑
太

吉
澤
美
佑

〈
新
潟
生
命
歯
学
部
〉

１
年
＝
鈴
木
康
介 

浅
川
明
璃 

五
十
川
凜
音 

貝
沼
花
音 

苅
谷
創
太 

高
野
美
亜 

圡
屋
名
生 

遠
山
ひ
な
た 

外
山
怜
奈 

針
生
莉
音 

１限目の試験開始前、注意事項を聴く受験生（２月１日）

両
学
部
の
合
格
者
発
表

東
京
短
大
、
新
潟
短
大
の
入
学
試
験
も

　
本
学
で
は
本
年
も
、
同
一

試
験
日
に
東
京
と
新
潟
の
両

学
部
の
受
験
と
併
願
が
可
能

な
「
全
学
部
入
試
」
を
、
東

京
富
士
見
の
生
命
歯
学
部
に

お
い
て
、
一
般
選
抜
と
大
学

入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
試
験

で
実
施
し
た
。

　
例
年
通
り
２
月
１
日
、
一

般
選
抜
入
学
試
験
の
前
期
試

験
を
学
力
試
験
と
面
接
試
験

で
実
施
し
、
４
日
に
合
格
者

を
生
命
歯
学
部
（
東
京
）
に

掲
示
お
よ
び
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

で
発
表
し
た
。
大
学
入
学
共

通
テ
ス
ト
利
用
の
前
期
入
学

試
験
は
８
日
、
本
学
指
定
の

科
目
の
受
験
者
に
面
接
試
験

を
実
施
し
、
10
日
に
合
格
者

を
発
表
し
た
。

　
　
　
＊

　
東
京
短
期
大
学
歯
科
技
工

学
科
と
歯
科
衛
生
学
科
の
一

般
選
抜
入
学
試
験
は
、
学
力

試
験
と
面
接
試
験
を
６
日
に

実
施
し
、
10
日
に
合
格
者
を

発
表
し
た
。

　
新
潟
短
期
大
学
歯
科
衛
生

学
科
と
本
年
４
月
開
設
予
定

の
歯
科
技
工
学
科
は
、一
般
選

抜
入
学
試
験
を
学
力
試
験
と

面
接
試
験
で
16
日
に
実
施
し
、

19
日
に
合
格
者
を
発
表
し
た
。

令
和
７
年（
２
０
２
５
）の
日
本
歯
科
大
学
前
期
入
学
試
験
は
、
２
月
初
旬
に
本
学

で
実
施
し
た
一
般
選
抜
試
験
と
大
学
入
学
共
通
テ
ス
ト
利
用
試
験
の
二
本
立
て
で

実
施
さ
れ
た
。
あ
わ
せ
て
、
東
京
短
期
大
学
の
一
般
選
抜
と
新
潟
短
期
大
学
の
一

般
選
抜
Ⅰ
の
入
学
試
験
が
行
わ
れ
た
。

２
年
＝
林
　
寿
樹 

浅
香
い
づ
み

石
原
雄
大 

岩
上
和
暉

サ
イ 

キ
ン
ヨ
ウ 

寺
澤
大
成

中
曽
根
佑
亮 

根
津
悠
吾

深
沢
龍
之
助 

藤
井
彩
加

３
年
＝
小
林
楓
季 

阿
部
孔
鷹 

坂
井
里
朱 

笹
原
康
生 

進
賀
夕
栞 

竹
口
英
寿 

手
塚
響
生 

奈
佐
明
香 

森
ま
ひ
ろ 

渡
邊
夏
音 

４
年
＝
山
田
桃
子 

池
田
大
剛

石
原
大
地 

稲
葉
海
希

桑
原
孝
太 

児
玉
百
梨

田
畑
　
結 

中
村
華
子

堀
越
瑞
希 

増
田
武
斗

５
年
＝
山
田
さ
く
ら 

井
上
俊
毅 

遠
藤
悦
也 

萱
中
拓
夢 

北
村
駿
太
郎 

鋤
柄
佑
芽
乃 

永
海
凪
斗 

西
方
俊
祐 

深
澤
磨
生 

和
栗
萌
樹 

６
年
＝
丸
山
茉
耶 

飯
田
武
司

上
地
奈
穂
子 

中
嶋
沙
綾

福
嶋
悠
斗 

布
施
瑞
月

宮
坂
英
利
香 

村
瀬
麻
夕

森
　
光
希 

横
山
悠
月

▼
日
本
医
師
会
・
日
本
歯
科

医
師
会
の
合
同
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
健
康
長
寿
に
必
要
な
こ

と
―
知
っ
て
欲
し
い
！
お
口

の
重
要
性
―
」が
、４
月
６
日

に
本
駒
込
の
日
本
医
師
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
す
。

　
演
者
は
、
医
師
サ
イ
ド
か

ら
東
京
大
学
の
飯
島
勝
矢
教

授
、
日
本
医
師
会
の
黒
瀨
巌

常
任
理
事
、
歯
科
医
師
サ
イ

ド
か
ら
日
本
歯
周
病
学
会
の

沼
部
幸
博
理
事
長
（
本
学
教

授
）、
日
本
歯
科
医
学
会
の

小
林
隆
太
郎
副
会
長
（
本
学

教
授
）
が
、
オ
ー
ラ
ル
フ
レ

イ
ル
と
健
康
長
寿
に
つ
い
て

解
説
さ
れ
ま
す
。

▼
日
ッ
歯
の
広
告
塔
―
倉
治

な
な
え
先
生
（
68
回
卒
）
が

週
刊
誌
「
女
性
自
身
」
３
月

18
日
号
、
３
月
20
日
に
Ｔ
Ｂ

Ｓ
ラ
ジ
オ
「
健
康
一
直
線
」

で
、
も
ふ
も
ふ
歯
ブ
ラ
シ
、

歯
の
破
折
と
咬
合
力
コ
ン
ト

ロ
ー
ル
に
つ
い
て
解
説
さ
れ

ま
し
た
。 

（
S
・
Ｎ
）

歯
　
鏡




